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●オンライン 講座「 ２０２４年に 出版さ れた子どもの 本から （録画配信 ）」  

申し込み受付 中！   講師：土居 安子（ IICLO 総括専門員 ）  

◇配信期間： ８月８ 日（金）～ 12 月 15 日（月）  視聴料 1000 円  

※お申し込みは Peatix から  https://2024kodomonohon-2.peatix.com/  

 

●「第 159 回日本児 童文学学会  関西例会 」  

講  演「新美南吉と セ ンス・オブ・ ワンダ ー 」  

講  師：遠山光嗣さ ん （新美南吉記 念館館 長）  

日  時：９月 13 日（土） 13： 00～ 16： 30（研究発表を 含む）  

会  場：大阪府立中 央 図書館  大会議室  定  員： 60 人  参加費： 無料  

主  催：日本児童文 学 学会  関西例会  （ IICLO 共催）  

※お申し込み 、詳細 は →  https://peatix.com/event/4525753/  

 

●  ≪ご寄付をお願 い します≫  当 財団の 運営を応援い ただけ る個人、法人の  

皆 さ ま か ら の ご 寄 付 を 募 っ て い ま す 。 寄 付 金 は 、 当 財 団 が 行 う 講 座 ・ 講 演 会

など、さまざ まな事 業経費に充て させて いただきます 。  

※詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html  

※ Syncable（ シ ン カ ブ ル ） ＝ 継 続 寄 付 （ 毎 年 ／ 毎 月 ）、 単 発 寄 付 が 選 べ ま す 。 

→  https://syncable.biz/associate/19800701  

 

●  YouTube 版「本の 海大冒険」  https://www.youtube.com/@iiclo1196  

※公開内容一 覧は  →  http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html  

 

●  Instagram 随時更新  https://www.instagram.com/iiclo_official/  

 

●  Ｘ（旧 Twitter）  毎日更新  https://twitter.com/IICLO_News  
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*****************************************************************  

《１》この本 読んだ ？  Yasuko's ＆  Satoko's Talk 

*****************************************************************  

『 オ ー サ ム ！ 国 語 塾 』  清 水 晴 木 /作  い つ か /絵  岩 崎 書 店  2025 年 7 月  

対象年齢：小 学校高 学年以上   

 

＊今回のゲス トは当 財団特別専門 員小松 聡子さん（ Ｓ )です。  

 

あ ら す じ ： 国 語 塾 の 塾 長 の 今 井 先 生 が 、 小 学 ６ 年 生 で 意 思 表 示 が 苦 手 な 湊 、

ク ラ ス メ イ ト に 想 い を 伝 え る た め に ラ ブ レ タ ー を 書 き た い 小 春 、 ク ラ ス の

輪 の 中 に い な い 転 校 生 の 気 持 ち を 理 解 し た い 凪 、 い つ も 脇 役 で 主 人 公 に 憧

れ て い る 碧 に 、 国 語 の 文 章 の 読 み 方 を 使 っ て ア ド バ イ ス す る 連 作 集 。 今 井

先 生 も 小 説 家 の 夢 を あ き ら め か け て い た が 、 子 ど も た ち と 出 会 う こ と で 、

再度小説に挑 戦する 。  

 

Ｙ ： 子 ど も た ち が 、 国 語 の 文 章 を 読 む 技 を 使 っ て 自 分 の 生 き 方 や 言 葉 の あ り

よ う 、 も の の 考 え 方 を 少 し だ け バ ー ジ ョ ン ア ッ プ さ せ る こ と で 生 き や す く

なるというこ とがユ ーモラスに描 かれて いると思って 読みま した。  

Ｓ：第一話「主題を とらえる」、第二話「 説明文のしく み」な ど、それぞれ の

タイトルが読 者の興 味をそそりま す。  

Ｙ ： こ の 本 を 通 し て 国 語 っ て お も し ろ い 。 国 語 っ て 自 分 の 毎 日 と 関 係 が あ る

んだって思っ てくれ たらいいなと 思いま した。  

Ｓ ： 思 っ て い る こ と を 伝 え る の が 苦 手 で 、 反 対 の 意 思 表 示 が で き ず に 、 い つ

も 相 手 に あ わ せ て し ま う 湊 は 、 国 語 の 問 題 を 読 ん で も 頭 が こ ん が ら が っ て

しまうという 悩みを 塾長に相談し ます。  

Ｙ：読むのがし んどい 時って、文章が 頭に入 らず、上滑りに なって しまい、「 読

めない」って 思う感 じがよくでて います 。  

Ｓ ： そ ん な 時 、 塾 長 は 「 主 題 の と ら え 方 」 を 教 え た 上 で 、 彼 の 心 の 奥 に あ る

本 当 の 悩 み を キ ャ ッ チ し て 、 他 人 の 話 を 聞 い て い る と き も 、 何 を 言 い た い

の か を と ら え る こ と が 大 事 だ し 、 自 分 の 気 持 ち を 話 す と き も 、 言 い た い こ

とをまとめて 伝える ことが大切だ とアド バイスをして くれま す。  

Ｙ ： こ こ を 読 ん だ 時 、「 な る ほ ど 。 そ う 思 っ て 人 の 話 を 聞 く だ け で 違 う ん だ 」

と思いました 。  

Ｓ ： 湊 は そ の ア ド バ イ ス を 日 々 の 生 活 で も 実 践 し て 、 最 後 は 両 親 に ち ゃ ん と

自分の意見を 言える ようになりま す。  

Ｙ ： ち ょ っ と で き す ぎ と い う と こ ろ は あ り ま し た が 、 言 い た い こ と を は っ き

り言うことが 問題の 解決につなが るとい うことが伝わ ります 。  

Ｓ ： 他 の 章 で も 、 そ れ ぞ れ の 登 場 人 物 が 変 化 し て 成 長 し て い く 姿 が テ ン ポ よ

く 書 か れ て い て 、 さ わ や か な 印 象 が 残 り ま す 。 た だ 、 人 の 話 を し っ か り 聞

く の も 、 自 分 が 伝 え た い こ と を ち ゃ ん と 伝 え る の も 、 結 構 難 し く て 、 私 も

日 々 苦 労 し て い ま す 。 そ う い う 意 味 で 、 も う 少 し 難 し さ も 書 か れ て い て も

いいかなとは 思いま した。  

Ｙ ： 私 が ち ょ っ と だ け 残 念 に 思 っ た の は 、「 第 四 話  物 語 の 主 人 公 と は 」 で 、

塾長が漫画の 偉人伝 を紹介するの ですが 、「偉人」でなくて もい いのでは？

と 思 っ て し ま い ま し た 。 と は い え 、 な ぜ 、 伝 記 を 読 む の か と い う 塾 長 の 言

葉には説得力 があり ました。  

Ｓ ： 塾 長 は 、 ５ 人 目 の 主 人 公 に 「 君 が 言 い た い こ と を ち ゃ ん と 伝 え ら れ る ま

で 待 つ よ 。 君 の 物 語 は 、 君 が 始 め な け れ ば い け な い か ら な 。」 と 言 い ま す 。

この言葉は印 象に残 りました。  

Ｙ ： 私 は 、 塾 長 の 今 井 先 生 も 子 ど も に 影 響 さ れ て 小 説 家 の 夢 を 再 度 あ き ら め

ない結末がよ かった と思いました 。また 、言葉で人に伝 えるの が難しい今、

考 え を 整 理 し て 、 自 分 の 言 葉 で 人 に 伝 え る こ と の 大 切 さ が 伝 わ る 作 品 だ と

思いました。  



*****************************************************************  

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

*****************************************************************  

第 120 回「秋田街道 」  

 心象スケッ チへ向 かう道  

 

綴じられた状 態で残 されている短 編群だ から、「初期短篇 綴」と呼ばれるも の

の 1 編です。  

 

原子朗著『定本 宮澤 賢治語彙事典 』（ 2013 年）の「秋田街道」の 項目には、こ

う あ り ま す 。 ― ― 「 盛 岡 か ら 雫 石 ま で は 、 ほ ぼ 雫 石 川 に 沿 っ て 西 行 し 、 秋 田

県 角 館 に 至 る 街 道 。 現 国 道 四 六 号 線 。 途 中 に は 賢 治 作 品 に よ く 登 場 す る 七 つ

森があり、ま た小岩 井農場（中略 ）に行 くにも途中ま で秋田 街道を使う 。」  

 

『語彙事典 』には、つ づけて、短 編「秋田 街 道」につい ても書かれ ています。

― ― 「 一 九 一 七 （ 大 正 六 ） 年 七 月 八 日 の 早 朝 、 同 人 雑 誌 「 ア ザ リ ア 」 の 会 の

第 一 回 小 集 会 の あ と 、 保 阪 嘉 内 ら 三 人 と 当 時 盛 岡 高 等 農 林 学 校 の 実 習 地 の あ

った春木場ま で歩い た時（保阪によれ ば「馬鹿旅行」）のスケッ チ。」（ カッコ

内原文）短編 は、こ う書き出され ます。  

 

〈 ど れ も み ん な 肥 料 や 薪 炭 を や り と り す る さ び し い 家 だ 。 街 道 の と こ ろ ど

ころちらばっ て黒い 小さいさびし い家だ 。それももう みな戸 を閉めた。〉  

 

書き手は、夜から明 けがた、そして 、「冷 たい奇麗な朝」まで の時間、秋田街

道 を 歩 い て い く 自 分 た ち と 、 変 化 し て い く 空 も 月 の 光 も 風 景 も 書 き と め て い

きます。帰り道で は、雨がふって、虹が 立ち 、すっかり晴れて 暑く なります。  

書き出しから すぐに は、こうあり ました 。   

 

〈 私 は ふ と 空 い っ ぱ い の 灰 色 は が ね に 大 き な 床 屋 の だ ん だ ら 棒 、 あ の オ ラ

ン ダ 伝 来 の 葱 の 蕾 の 形 を し た 店 飾 り を 見 る 。 こ れ も 随 分 た よ り な い こ と

だ。〉  

 

こ の く だ り と 賢 治 の 短 歌 「 夜 の そ ら に ふ と あ ら は れ て さ び し き は 、 床 屋 の み

せ の だ ん だ ら の 棒 」 の 関 わ り に つ い て は 、 す で に 指 摘 が あ り ま す （ 小 沢 俊 郎

「「秋田街 道」」1966 年ほか）。「 夜のそら に……」は 、『語彙事 典』の説明 に出

て来た雑誌『 アザリ ア』第 ２楫（ 1917 年 7 月）に発表された４ 首の一つです

が、短編は、 このほ か何首もの短 歌とモ チーフを共有 してい ます。  

 

短 編 「 秋 田 街 道 」 に 、 盛 岡 中 学 時 代 か ら 熱 心 に 制 作 し た 短 歌 と わ か れ て 、 別

の表現へと向 かう賢 治のありかた を見る のは平尾隆弘 です（『 宮沢賢治』 1978

年）。短編に は、「向こ うの方は小岩 井農場 だ。」の 1 行もありま すが、変化し

て い く 風 景 を 書 き と め て い く 、 こ の 短 編 は 、 の ち の 「 小 岩 井 農 場 」（「 わ た く

し は ず い ぶ ん す ば や く 汽 車 か ら お り た ／ そ の た め に 雲 が ぎ ら つ と ひ か つ た く

らゐだ…… 」）など の 方法につなが ってい ます。  

 

「 小 岩 井 農 場 」 を 収 録 し た 『 春 と 修 羅 』 を 、 賢 治 は 、 詩 集 で は な く 、 心 象 ス

ケ ッ チ と し ま し た け れ ど も 、 心 象 ス ケ ッ チ に 向 か う 短 編 「 秋 田 街 道 」 は 、 と

きどき行空け のある 散文、ある いは、散 文 詩として成立 したの です。（ 馬車別

当）  

 

（ 本 文 の 引 用 は 、 筑 摩 書 房 版 『 宮 沢 賢 治 コ レ ク シ ョ ン ３  よ だ か の 星 』 に よ

りました。）  

 



*****************************************************************  

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ７４  

*****************************************************************  

 

「 二 十 年 以 上 も た っ て る の に 、 お く び ょ う す ぎ る と は 思 う わ 。 で も 、 二 十 年

も た っ て い る か ら こ そ 、 よ け い … … い ま さ ら 、 放 射 能 に よ る な ん と か 症 な ん

て 病 気 、 さ が し 出 さ れ た く な い も の … … 運 が 強 い と か 健 康 だ と か 、 か あ さ ん

自 慢 し て た で し ょ ？ あ れ は ほ ん と う い う と 強 が り 。 自 信 が あ っ た わ け じ ゃ な

い の 。 ど っ ち か と い う と 、 お そ れ て る 気 持 ち の ほ う が 大 き か っ た の ね 。 み ん

なそうよ、被 爆者な んて火薬だい て生き てるようなも んだか ら。」  

 かあさんら しくな い、すこしな げやり ないいかただ った。  

（『二年２ 組はヒヨ コ のクラス』 山下 夕美 子 /著  長新太 /絵  理論社  1968

年 4 月  p.32）  

 

戦 後 八 十 年 の 今 年 の 夏 に 、 過 去 の 戦 争 児 童 文 学 と 言 わ れ る 作 品 を 紹 介 し た い

と 思 っ て 選 び ま し た 。 広 島 で 入 院 し て い る 先 輩 を 思 っ て 東 京 か ら 広 島 の 中 学

校 に 赴 任 し て き た 山 田 ひ な 子 先 生 、 あ だ 名 は ヒ ヨ コ 先 生 の ク ラ ス の ６ 人 の 子

どもと先生と のかか わりが描かれ た作品 です。「一話  だけど 数学はきらい だ  

山下和雄の話 」のよ うに、章ごと に生徒 の名前が入っ ていま す。  

 

引 用 は 一 話 か ら で 、 こ の 章 は 、 数 学 が 嫌 い な 和 雄 が 、 担 任 に な っ た 山 田 先 生

が 数 学 の 教 員 だ と 知 っ て 、 ＜ よ し 、 ど う せ す か れ な い ん な ら 、 こ っ ち か ら さ

き に き ら っ て や れ ！ ＞ （ ｐ ． ９ ） と 思 う と こ ろ か ら 始 ま り ま す 。 そ ん な 中 、

和 雄 は 、 数 学 の 授 業 中 に 呼 び 出 さ れ 、 緊 急 手 術 を し た 母 親 の 病 院 に 向 か い ま

す 。 母 親 は 盲 腸 を 切 っ た こ と に な っ て い て 、 母 は そ れ を 信 じ て い ま す が 、 実

は ガ ン で 「 な が く て も 三 か 月 ぐ ら い 」 と 宣 告 を 受 け 、 和 雄 は 父 か ら そ の 事 実

を 知 ら さ れ ま す 。 そ う い う 状 況 で 、 か あ さ ん が ベ ッ ド の 上 か ら 、 和 雄 と 和 雄

の姉に言った ことば が引用の部分 です。  

 

作 品 全 体 は 現 代 の 視 点 で 読 む と 、 男 女 の 描 き 方 や 差 別 や 偏 見 に か か わ る 言 葉

の 使 わ れ 方 に 違 和 感 を 抱 く 部 分 も あ り ま す が 、 二 話 「 ひ ろ し ま の オ デ ッ ト 」

は 、 バ レ エ で 原 爆 を 題 材 に し た 「 ひ ろ し ま の 組 曲 」 を 演 じ る 話 で 、 三 話 「 ア

ボ ジ が 泣 い た 」 は 、 父 が 朝 鮮 籍 か ら 日 本 国 籍 に な っ て い た こ と を 知 っ て シ ョ

ッ ク を 受 け る 少 年 が 級 友 と 朝 鮮 学 校 を 見 学 す る 話 で 、 四 話 「 Ｃ Ｐ Ｔ Ａ 」 は 、

Ｐ Ｔ Ａ が テ ス ト の 点 数 を 掲 示 す る こ と を 決 め た と 聞 い た 生 徒 た ち が 、 子 ど も

を 入 れ た Ｃ （ チ ャ イ ル ド ） Ｐ Ｔ Ａ で 話 し 合 う こ と を 提 案 す る 話 で 、 五 話 「 あ

おい車」は、福本さん の父の車が何 度もい たずらされて その犯 人を捜す話で 、

犯 人 は 、 原 爆 の と き 、 お な か に い た こ と で 、 障 が い 者 と な っ た 少 女 が 青 い 車

に 自 分 の か わ い が っ て い た 猫 を 殺 さ れ た こ と か ら い た ず ら す る よ う に な っ た

ことがわかる という 話になってい ます。  

 

戦 後 二 十 年 当 時 の 原 爆 の と ら え 方 や 、 社 会 の 問 題 が 中 学 生 に 伝 わ る よ う に 率

直かつ真摯に 書かれ ていて、大人として 今 、読むことで考えさ せ られること、

気づくことが 多くあ りました。（Ｙ）  

 

*****************************************************************  

《４》  行って来ま し た！   

*****************************************************************  

姫路文学館で ９月 15 日まで開催さ れてい る特別展「創 刊 50 周 年記念  花と

ゆめ展  ｉｎ  姫路」に行ってきま した。『 花とゆめ』（白 泉社）は、昭和 49 年

（ 1974 年）創刊の少 女まんが雑誌 で、「ガ ラスの仮面 」「ス ケバ ン刑事」「パタ

リ ロ ！ 」「 フ ル ー ツ バ ス ケ ッ ト 」「 花 ざ か り の 君 た ち へ 」 な ど 数 々 の 名 作 を 生



み出してきま した。この展覧会で は、歴 代作家 74 名の原画、ラフ、ふろくな

ど 200 点以上が展示 されていまし た。  

 

展 示 は 、 美 内 す ず え の 「 ガ ラ ス の 仮 面 」 か ら 始 ま っ て い ま す 。 創 刊 時 （ 1976

年 １ 月 号 ） か ら 掲 載 さ れ て い て 、 い ま だ に 完 結 し て い な い こ の 作 品 の 初 期 の

頃、ドラマチ ックな ストーリーに 夢中に なったことを 思い出 しました。  

 

興 味 深 か っ た の は 、 仕 事 場 を 再 現 し た コ ー ナ ー で し た 。 デ ジ タ ル で 描 く 作 家

で あ る 福 山 リ ョ ウ コ と ア ナ ロ グ で 描 く 作 家 で あ る 草 凪 み ず ほ の 仕 事 場 と 原 画

が 展 示 さ れ て い て 、 そ の 違 い が よ く わ か り ま し た 。 こ の コ ー ナ ー を 見 た こ と

で 、 他 の 作 家 の 原 画 も 、 ア ナ ロ グ か デ ジ タ ル か を 見 分 け る こ と が で き 、 デ ジ

タ ル の 美 し さ は あ る も の の 、 色 合 い な ど 、 手 描 き な ら で は の よ さ を 再 確 認 し

ました。  

 

また、大きな金色 の パタリロ像の 前に、「 パタリロ！お みくじ 」があり、アニ

メーションで 流行っ た「だれが殺したク ッ クロビン」の歌が流 れ ていました。

1970 年代後半～ 80 年代前半のナン センス なギャグを楽 しむ雰 囲気が漂って お

り、懐かしい 気持ち がしました。  

 

その前には 、「推 しシ ェアボード 」があっ て、来場者 がそれぞ れにメッセー ジ

カ ー ド に 絵 や こ と ば を か く こ と が で き ま す 。 た く さ ん の 人 が メ ッ セ ー ジ や 絵

を寄せていて 、『花と ゆめ』読者が、作品 を読み、それを写 し て楽しんだ少 女

時代を送った ことが 伝わってきて 、『花 と ゆめ』愛を感 じまし た。  

 

展示されている 74 名の作家の中に は、知 ら ない作家も多 く、50 年も続いてい

ると、それぞれの 時代 の読者がいる んだろ うなと思いな がら展 示を見ました 。

図 録 に は 作 家 の イ ン タ ビ ュ ー 記 事 な ど も あ り 、 知 ら な か っ た 作 品 を 読 ん で み

たいと思いま した。（ Ｋ）  

姫路文学館  http://www.himejibungakukan.jp/  

*****************************************************************  

《５》  宮川健郎  私 の出会った児 童文学 者たち  第２ ２回  

*****************************************************************  

第５章  古田 足日先 生  

その３  社会 にひら く「散文」（上の後 半 ）  

 

昨年（ 2024 年）は、古田足日・田畑 精一 の絵本『おしい れの ぼうけん』（ 童心

社 1974 年）の刊行 50 周年でした。私が古 田足日先生（ 1927～ 2014 年）に出

会ったのは 、『おし い れのぼうけん 』が刊 行された、つ ぎの年 。私は 19 歳で

した。  

この連載では 、「 思い 出話」を語 るだけで はなく、私 の出会っ た児童文学作 家

や 評 論 家 の 仕 事 に 対 す る 考 察 や 、 さ ら に は 、 そ こ か ら 、 現 代 児 童 文 学 史 の と

らえ直しも試 みます 。ご愛読くだ さい。  

＜本編はこち らから ＞  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html  

 

*****************************************************************  

《６》  富安陽子  腕 だめし  ＳＴ ＯＲＹ  ＣＯＭＰＥ． ２０２ ５  

*****************************************************************  

「日産  童話と絵本 の グランプリ」の再開 を待つ間、童話を「 創る場」と、童

話 を 「 読 む 場 」 を 提 供 し た い と 考 え 、「 富 安 陽 子  腕 だ め し  Ｓ Ｔ Ｏ Ｒ Ｙ  Ｃ Ｏ

ＭＰＥ．２ ０２５ 」を 、メールマ ガジン NO.179（７月 23 日発行）から始めま

http://www.himejibungakukan.jp/
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html


した。  

◇創作童話の 応募期 限：８月 31 日（日）  ※大募集中 ！  

◎  今回のキーワー ド ……「アイス クリー ム」「かば ん」  

◇投票用作品 の発表 は、 NO.181（来月９ 月 20 日発行）で行 い ます。  

＜詳細、応募 方法は こちら をご覧 くださ い＞  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/storycompe.html  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●  塩崎おとぎ紙芝 居 博物館まつり 「贅沢 三昧  恐怖の 紙芝居 」  

日時：８月 30 日（土 ） 16： 00～ 19： 00 ※有料、要申 し込み  

会場：塩崎お とぎ紙 芝居博物館 〔 大阪市 〕  

口演：三邑会 紙芝居 師  主催：一 般社団 法人  塩崎おとぎ紙 芝 居博物館  

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今 号 の コ ラ ム 《 １ 》「 こ の 本 読 ん だ ？ 」 で 紹 介 し ま し た 『 オ ー サ ム ！ 国 語 塾 』

を プ レ ゼ ン ト し ま す 。 ご 希 望 の 方 は 、 プ レ ゼ ン ト 応 募 フ ォ ー ム か ら 、（ 1） お

名 前  （ 2） 郵 便 番 号 ・ 住 所  （ 3） 電 話 番 号  （ 4） メ ー ル ア ド レ ス 、 よ ろ し け

れば  （ 5）このメル マガのご感想 をお書 きのうえ  ご応募く だ さい。  

応募フォーム ⇒  https://forms.gle/uL2TpNhMEYWJpnQ9A  

締切は９月 10 日（水 ）、当選発 表は発送 を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

８月も下旬に なると 、子どものこ ろの夏 休みを思い出 します 。７月中に宿 題

をやり終える ぞとの 威勢はどこへ やら。 日記に天気を 書き入 れるのに新聞 を

残しておいて もらっ てぎりぎりに 書きま した。最近は 過去の 天気はパソコ ン

で瞬時にでて くるし 、読書感想文 も ＡＩ が書いてくれ ると思 うと羨ましい よ

うにも思いま すが、 それで失うも のを考 えると怖い気 もしま す。（ＴＡ ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------  

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------  

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/storycompe.html
http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html
https://forms.gle/uL2TpNhMEYWJpnQ9A
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html
http://www.iiclo.or.jp/

